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一
　
東
京
の
櫻

　
　
吉
野
山
去
年
の
し
を
り
の
路
か
へ
て

　
　
　
　
ま
だ
見
ぬ
方
の
花
を
た
づ
ね
む

心
は
花
に
浮
き
立
つ
陽
春
四
月
、
路
伴
れ
も
が
な
と
思
ふ
矢
先
、
『
今
日
は
』
と
に
こ
〳
〵
顏
の
夜
光
命
。
待

つ
て
ま
し
た
と
裸
男
も
に
こ
〳
〵
。
挨
拶
も
そ
こ
〳
〵
に
し
て
語
り
出
づ
る
や
う
、
『
や
よ
聞
き
給
へ
。
花
は

櫻
、
櫻
は
日
本
、
日
本
の
中
に
て
も
東
京
附
近
、
げ
に
〳
〵
花
の
都
な
る
哉
。
さ
て
そ
の
東
京
附
近
に
は
、
吉

野
櫻
と
稱
す
る
も
の
多
き
が
、
櫻
の
中
の
櫻
と
も
云
ふ
べ
き
山
櫻
は
、
小
金
井
の
獨
得
な
り
。
小
平
村
小
川
水

衞
所
よ
り
小
金
井
村
境
橋
ま
で
一
里
半
、
櫻
の
數
は
千
六
百
五
十
本
、
幾
ん
ど
み
な
山
櫻
也
。
而
も
老
木
也
。

殊
に
玉
川
上
水
の
清
流
を
夾
め
り
。
そ
の
ま
た
境
橋
よ
り
下
、
和
田
堀
水
衞
所
ま
で
約
四
里
、
八
重
櫻
相
連
な

り
て
、
其
數
三
千
に
及
ぶ
。
こ
れ
を
新
武
藏
野
の
櫻
と
稱
す
。
新
武
藏
野
と
小
金
井
と
上
下
相
連
な
り
て
長
さ

五
六
里
と
は
、
何
と
見
事
な
も
の
に
非
ず
や
。
次
に
荒
川
土
手
の
櫻
、
江
北
村
鹿
濱
よ
り
千
住
掃
部
宿
に
至
る

ま
で
、
二
里
ば
か
り
の
土
手
の
上
、
櫻
の
連
な
る
こ
と
千
九
百
三
十
本
に
及
ぶ
。
上
方
の
半
分
が
八
重
櫻
に
し

て
、
下
方
の
半
分
が
吉
野
櫻
也
。
さ
て
ま
た
千
住
掃
部
宿
よ
り
綾
瀬
川
を
渡
り
、
鐘
ヶ
淵
を
經
て
、
枕
橋
に
至

る
ま
で
、
一
里
半
、
櫻
の
連
な
る
こ
と
千
七
百
六
十
本
、
之
を
向
島
の
櫻
と
稱
す
。
向
島
と
荒
川
土
手
と
上
下

相
連
な
り
て
凡
そ
四
里
、
こ
れ
も
亦
見
事
な
ら
ず
や
。
次
に
飛
鳥
山
の
櫻
、
八
百
五
十
本
。
次
に
上
野
公
園
の
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櫻
、
千
二
百
五
十
本
。
東
京
の
櫻
を
賞
せ
む
と
す
る
も
の
は
、
是
非
と
も
以
上
の
六
箇
所
を
見
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

な
ほ
櫻
多
き
處
を
列
擧
す
れ
ば
、
九
段
の
櫻
が
五
百
四
十
本
、
江
戸
川
の
櫻
が
三
百
八
十
本
、
日
比
谷
公
園
の

櫻
が
二
百
五
十
本
、
英
國
大
使
館
前
の
櫻
が
二
百
八
十
本
、
芝
公
園
の
櫻
が
五
百
二
十
本
、
清
水
谷
公
園
の
櫻

が
四
百
五
十
本
、
淺
草
公
園
の
櫻
が
二
百
三
十
本
、
山
王
公
園
の
櫻
が
二
百
三
十
本
、
植
物
園
の
櫻
が
二
百
三

十
本
、
以
上
櫻
の
名
所
十
五
箇
所
、
櫻
の
總
數
は
、
凡
そ
一
萬
四
千
本
也
。

　
物
知
り
の
夜
光
命
も
、
こ
れ
に
は
驚
く
か
と
思
ひ
の
外
、
『
報
知
新
聞
の
受
賣
か
』
と
素
破
拔
か
れ
て
、
裸

男
大
い
に
器
量
を
下
げ
た
る
が
、
『
好
し
〳
〵
、
さ
ら
ば
、
世
間
に
知
れ
ざ
る
櫻
の
名
所
案
内
申
さ
む
。
い
ざ

〳
〵
來
給
へ
。
』

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
市
川
の
桃
林

本
所
押
上
町
ま
で
は
、
市
内
電
車
に
乘
る
。
そ
れ
よ
り
京
成
電
車
に
乘
り
て
、
市
川
新
田
に
下
り
、
千
葉
街
道

の
裏
手
を
行
く
。
左
右
は
桃
園
也
。
萎
み
て
色
褪
せ
た
れ
ど
、
花
な
ほ
枝
に
在
り
。
紅
色
多
き
が
、
を
り
〳
〵

白
色
も
ま
じ
る
。
喬
松
と
り
か
こ
み
て
、
桃
を
擁
護
す
る
に
似
た
り
。
夜
光
命
、
裸
男
の
肩
を
叩
い
て
曰
く
、

『
櫻
の
新
名
所
へ
と
云
ひ
つ
る
に
、
こ
れ
は
音
に
聞
く
市
川
の
桃
林
に
非
ず
や
。
よ
め
た
り
〳
〵
、
君
が
櫻
の

名
所
と
い
ふ
は
、
さ
き
に
電
車
の
中
よ
り
、
ち
ら
と
見
た
る
小
利
根
川
畔
一
帶
の
櫻
雲
な
る
べ
し
』
と
、
氣
が

付
か
れ
て
は
仕
方
な
し
。
正
直
に
白
状
し
て
曰
く
、
『
然
り
、
今
の
處
、
い
は
ば
捨
鐘
也
。
似
而
非
風
流
人
は
、
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一
概
に
凡
桃
俗
李
と
け
な
せ
ど
、
ま
ん
ざ
ら
見
限
つ
た
も
の
に
非
ず
。
ま
あ
〳
〵
進
み
給
へ
。
』

　
疎
籬
を
か
こ
ひ
て
、
人
の
入
る
能
は
ざ
る
や
う
に
し
た
る
が
、
時
に
口
を
あ
け
、
茶
店
を
設
け
て
、
客
を
迎

ふ
る
桃
林
も
あ
り
。
一
園
の
中
に
、
二
人
の
若
紳
士
の
酒
酌
み
か
は
せ
る
を
見
る
。
一
美
形
之
に
侍
す
。
一
目

直
ち
に
藝
者
と
見
ら
る
。
夜
光
命
ち
ら
と
見
て
、
裸
男
に
謂
つ
て
曰
く
、
『
桃
の
夭
々
た
る
も
の
か
。
そ
れ
に

つ
け
て
思
ひ
出
さ
る
ゝ
は
、
わ
れ
此
頃
京
に
遊
び
し
に
、
途
上
相
逢
ふ
の
女
に
美
人
ら
し
き
も
の
な
か
り
き
。

東
京
に
歸
り
來
れ
ば
、
路
上
み
な
美
人
也
。
も
と
は
、
こ
れ
が
あ
べ
こ
べ
な
り
き
。
東
京
は
金
力
を
集
中
し
、

權
力
を
集
中
し
、
從
つ
て
美
人
を
も
集
中
す
る
に
至
れ
る
か
。
水
道
の
普
及
せ
る
も
、
女
の
顏
を
美
に
す
る
一

因
に
あ
ら
ず
や
』
と
云
ふ
に
、
『
水
道
の
水
は
白
粉
と
よ
く
調
和
す
る
か
も
知
れ
ず
』
と
答
へ
つ
ゝ
、
客
は
二

人
な
る
に
、
藝
者
は
一
人
の
み
な
る
か
と
、
目
を
園
の
一
方
に
移
せ
ば
、
居
る
は
〳
〵
、
桃
花
の
奧
に
、
蓮
歩

を
運
ぶ
一
美
形
、
裊
娜
た
る
後
姿
の
み
見
え
て
、
其
の
顏
は
見
え
ざ
り
き
。

　
白
旗
神
社
の
前
を
過
ぎ
、
山
王
山
不
動
堂
の
境
内
を
通
り
て
、
八
幡
宮
に
至
る
。
境
内
ひ
ろ
く
、
木
立
し
げ

る
。
祠
畔
に
銀
杏
の
大
木
あ
り
、
十
數
幹
簇
生
し
て
、
一
樹
を
成
す
。
試
み
に
抱
へ
て
見
し
に
、
七
抱
へ
あ
り

き
。
相
傳
ふ
、
こ
の
樹
に
蛇
多
く
棲
み
、
祭
日
に
は
、
必
ず
現
は
れ
出
づ
る
と
か
や
。
老
木
は
何
の
木
に
て
も
、

尊
く
仰
が
る
ゝ
哉
。
實
は
こ
の
老
木
を
見
た
さ
に
、
わ
ざ
〳
〵
此
に
來
り
た
る
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
小
利
根
川
の
右
岸
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捨
鐘
は
こ
れ
に
て
濟
み
た
り
。
千
葉
街
道
に
出
で
、
引
返
し
て
、
市
川
橋
を
渡
り
、
小
利
根
川
の
右
岸
を
上
る
。

堤
の
兩
側
の
櫻
、
若
け
れ
ど
も
、
花
を
著
け
た
り
。
春
水
溶
々
、
白
帆
浮
ぶ
。
國
府
臺
水
に
接
し
て
、
積
翠
を

凝
ら
し
、
葛
西
葛
飾
の
水
田
、
茫
々
盡
く
る
所
を
知
ら
ず
。
栗
市
の
渡
を
わ
た
り
て
、
國
府
臺
に
上
り
、
一
茶

店
に
就
い
て
酒
を
呼
ぶ
。
櫻
花
數
十
株
、
喬
松
の
間
に
ま
じ
る
。
一
條
の
櫻
雲
、
小
利
根
川
畔
に
遠
く
相
連
な

る
。
東
京
の
方
を
見
れ
ば
、
數
百
千
の
煙
突
煙
を
吐
く
。
十
二
階
殊
に
目
立
ち
て
見
ゆ
。
皇
城
ま
で
直
徑
三
里

も
あ
る
べ
し
。
號
砲
の
音
、
さ
や
か
に
聞
ゆ
。
鄰
席
の
一
群
の
中
に
、
早
川
純
三
郎
氏
あ
り
。
裸
男
を
認
め
て
、

來
り
話
す
。
思
ひ
が
け
ぬ
人
に
逢
ひ
て
、
酒
も
一
層
の
味
を
添
ふ
。
早
川
氏
そ
の
一
群
と
共
に
去
り
て
後
、
凡

そ
二
十
分
、
わ
れ
ら
も
發
足
し
て
、
栗
市
の
渡
を
も
と
へ
戻
り
、
川
に
沿
う
て
上
る
。
上
る
に
從
ひ
て
、
櫻
の

木
漸
く
大
也
。
と
ぎ
れ
〳
〵
に
遊
客
に
逢
ふ
。
柴
又
帝
釋
天
の
後
方
に
て
、
ま
た
早
川
氏
の
一
行
の
川
よ
り
上

り
來
た
る
に
逢
ふ
。
こ
の
一
行
は
、
栗
市
よ
り
舟
に
て
上
り
た
る
也
。
逢
う
て
話
す
間
も
な
く
、
こ
の
一
行
は

帝
釋
天
さ
し
て
去
り
、
我
等
は
花
の
ト
ン
ネ
ル
を
行
く
。
別
れ
て
間
も
な
く
、
そ
の
一
行
の
中
に
、
『
御
兩
人

〳
〵
』
と
連
呼
す
る
も
の
あ
り
。
わ
れ
ら
兩
人
の
事
か
と
ふ
り
む
け
ば
、
土
手
の
傾
斜
面
に
、
若
き
男
女
相
竝

び
て
す
わ
る
。
男
の
顏
は
黒
く
、
女
の
顏
は
白
し
。
男
冷
か
さ
れ
て
、
少
し
う
つ
む
き
た
る
が
、
女
は
ず
う
〳

〵
し
く
も
手
招
き
し
な
が
ら
、
『
新
馬
鹿
大
將
』
と
叫
ぶ
。
『
蛇
喰
ふ
と
聞
け
ば
恐
し
雉
子
の
聲
』
の
句
さ
へ

思
ひ
出
さ
れ
て
、
い
と
あ
さ
ま
し
。

　
奧
州
濱
街
道
に
出
で
て
、
金
町
に
至
り
、
電
車
待
つ
間
に
、
葛
西
靈
松
と
稱
す
る
老
松
を
看
る
。
田
舍
に
置

く
は
惜
し
き
も
の
也
。
相
對
し
て
厭
く
こ
と
を
知
ら
ざ
る
が
、
思
ひ
の
外
早
く
も
電
車
來
り
け
れ
ば
、
心
は
後
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に
殘
り
つ
ゝ
も
、
之
に
乘
り
て
歸
路
に
就
く
。

　
小
利
根
川
一
に
江
戸
川
と
稱
す
。
櫻
な
ほ
若
し
。
譬
ふ
れ
ば
、
十
五
六
の
少
女
に
や
。
こ
の
日
、
市
川
橋
よ

り
上
を
見
物
し
た
る
が
、
下
に
は
櫻
樹
長
く
相
連
な
れ
り
。
上
下
數
里
、
直
ち
に
小
利
根
川
に
接
し
、
白
帆
殊

に
趣
を
添
ふ
。
平
田
の
眺
め
も
よ
し
。
空
澄
ま
ば
、
富
士
、
箱
根
、
秩
父
、
日
光
、
筑
波
も
見
ゆ
べ
し
。
國
府

臺
の
鬱
蒼
た
る
あ
り
。
帝
釋
天
の
壯
麗
な
る
あ
り
。
酒
樓
に
は
、
川
魚
料
理
を
以
て
有
名
な
る
川
甚
も
あ
り
。

舟
に
て
花
を
眺
む
る
の
便
も
あ
り
。
今
の
處
、
吉
野
、
小
金
井
、
荒
川
が
櫻
の
名
所
の
三
絶
と
云
は
る
ゝ
が
、

ゆ
く
〳
〵
は
小
利
根
川
、
必
ず
之
に
加
は
る
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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